
 

 

 

 

第 1492 回例会報告          平成２９年２月８日（木）雪 

■出席報告 

会 員 数      37 名 
出席対象        36 名 
出席者数     29 名 
出 席 率    80.6％ 
前回修正    97.3％ 

■ニコニコ BOX 

２名     4,000 円 

累  計  358,300 円 
目標額   60 万円 
達成率    59.7％ 

■今週のことば 

遅くなりまことに申し訳ございませんが、３１期事業報告
書の出稿を本日行いました。あとはアドプリント尾上社
長に頼るのみです 

御子柴文夫・西澤賢二 
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会長挨拶 

会長 河西達雄 

与えて生きる喜び 

ロータリーの友２月号はお読みいただけたでし

ょうか。私もほとんど読んでいなかったのですが、
会長挨拶のネタ探しにずいぶんと読むようになり
ました。 
今月号の冒頭に曹洞宗の酒井大岳という方が

国際ロータリー第２５７０地区の地区大会・地区指
導者育成セミナーでお話しいただいた講演記録
が載っています。「金子みすずの詩より」と書かれ
た一文です。詳しくはお読みいただくとしてその
要旨は、 
第一番目は「善きことをなすこと」 
第二番目は「果報を求めない」 

第三番目は「ともに喜ぶ」 
第四番目は「語るより歩む」 
に分かれており、まさにロータリーの精神をお話

しいただいたような内容でした。 
特に感銘したのは金子みすずの歌を引用し説

明していたことです。引用されたのは「おはなのた
ましい」という詩で初めて聞きました。 

散ったお花のたましいは、 
み仏さまの花ぞのに、 
ひとつ残らずうまれるの。 

だって、お花はやさしくて、 

おてんとさまが呼ぶときに、 
ぱっとひらいて、ほほえんで、 

蝶々にあまい蜜をやり、 
人にゃ匂いをみなくれて、 
風がおいでとよぶときに、 
やはりすなおについてゆき、 

なきがらさえも、ままごとの、 

御飯になってくれるから 

しかし金子みすずと言えば 
「大漁」 

朝焼け小焼けだ大漁だ 

オオバいわしの大漁だ 

浜は祭りのようだけど 
海の中では何万の 
いわしの弔いするだろう 

そして「世界で一つの花」を彷彿とさせる「わたしと
小鳥と鈴」でしょうか 

わたしが両手を広げても 

お空はちっとも飛べないが 

飛べる小鳥はわたしのように 
地べたを早くは走れない 

わたしが体をゆすっても 

きれいな音は出ないけれど 
あの鳴る鈴はわたしのように 
たくさんな歌は知らないよ 
鈴と小鳥と それからわたし 
みんな違って みんないい 

 

ロータリーの友を読みましょう 
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◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

糸魚川大規模火災につきまして、多くの義援金を
お送りいただきありがとうございました。 
ＲＩ2560 地区よりお礼状が届きましたので、ご報告
申し上げます。ということで礼状が来ました 

【連絡事項】 
1 美しい環境づくり諏訪地域推進会議 美しい環
境づくり諏訪地域推進会議 美しい環境づくり諏
訪地域推進会議から 「ニホンジカ食害対策報告
会」の開催について案内が来ました回覧します 
2 2017-2018 年度版ロータリー手帳予約受付の

案内が来ました。ご入用の方は、欄外にお名前を
ご記入ください。 

【受領文書】 
１ 第２ゾーンロータリーニュースが届いています。
回覧します。 
2 飯田ロータリークラブより、６０周年記念誌が届き
ました。回覧します 

第1492回例会 

諏訪湖浄化の活動の歴史 

担当 社会奉仕委員会 

本日は社会奉仕員会による、諏訪湖ロータリーの諏

訪湖浄化運動の歴史をまとめた発表でした。 

長﨑院長の労作による資料が提示されました。継続

事業の検討と今後を展望する素晴らしいまとめで

した。 

広報用に資料をいただきましたが、今週多忙でまと

めることができませんでした。大変良い資料でした

ので近日中にダイジェストン版にして配布いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


